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ＣＹＴＥＣ　ＤＤＳ－ＶＦＯには、次の機能が付いています。（キットのみのオマケです。）

１）一時メモリ－機能　・・・　運用周波数を、メモリ－に記憶させて、いつでもその周波数に、戻る事が

　　　　　　　　　　　　　　　　　できます。ただし、メモリ－内容は、電源を落とすと消えてしまいます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　あくまで、メモ帳の様な使い方となります。

２）スプリット運用機能　・・・　ＤＸ局との交信時、良くスプリット運用が行われます。これに対応できるように

　　　　　　　　　　　　　　　　　　しました。２ＶＦＯシステムと違い、上記の一時メモリ－機能を、使って２ＶＦＯを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　擬似的に動作させています。そのため、受信周波数は、周波数の微調整が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　できません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　その代わりに運用時、送信周波数の運用状況をチェックできるように、送信周

　　　　　　　　　　　　　　　　　　波数を一時受信でき、その周波数で送信できる機能が付いています。

（Ａ）一時メモリ－機能　操作方法

　　 １）メモリ機能を使用するには、プッシュスイッチを、ＤＤＳ－ＶＦＯの「ＳＷ２」に、つなげます。

          このスイッチを、「ＭＥＭスイッチ」と呼びます。

　　　２）「ＭＥＭスイッチ」には、押す回数により次の様に機能が、変化します。

　　　　　　　（ａ）　１回押す・・・　　現在の周波数を、メモリ－に書き込みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その際、「ｍｗ」の表示が、ＬＣＤ表示器に現れ、数ｍｓｅｃで消えます。

　　　　　　　（ｂ）　２回目押す・・　メモリ－された周波数で、ＤＤＳ－ＶＦＯが出力します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その際、「ｍｒ」の表示が出ます。また、この時はメインダイアルを、操作しても

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　周波数は変化しません。

　　　　　　　



　　　　　　

　　　　

　　　　　　　（ｃ）　３回目押す・・　メモリ機能を解除します。その際は、「ｅｎ」が表示され、自動的に消えます。

　　　　

　　　　３）メモリ機能を解除しますと、メモリ－の内容は、消えてしまいます。つまり、一回切りのメモリ－機能で　

　　　　　　す。あらためて、メモリ－機能を使うには、「ＭＥＭスイッチ」の（ａ）から、始めます。

　（Ｂ－１）スプリット機能を使用するための回路増設方法

　　スプリット機能を使用するには、送信状態を知るために、多少の回路変更が必要となります。

     　　　　　上記の回路図が、改造点を書いた回路図です。

　

　　注：キットには、改造部品（２ＳＣ１８１５，１００Ｋｘ２）、およびＳＷ１，ＳＷ２用プッシュスイッチは

　　　　入っていません。各自で、ご用意下さい。



　　　 １）スプリット機能を使用するには、プッシュスイッチを、ＤＤＳ－ＶＦＯの「ＳＷ１」に、つなげます。

          　このスイッチを、「ＳＰＬスイッチ」と呼びます。

　　　　２）トランジスタ－・スイッチ回路を、ＤＤＳ－ＶＦＯ基板上か、または外部に増設します。トランジスタ－は、２ＳＣ１８１５

　　　　　　などの汎用トランジスタ－でＯＫです。ＴＲのコレクタ－は、ＰＩＣの４番ＰＩＮ（もしくは、ＳＷ４の端子）につなぎます。

　　　　　　送信時、このＴＲのベ－スに＋１２Ｖをくわえることで、ＳＷ４がＯＮになり、送信状態であることが分かります。

　　　　　　

　　　　ＤＤＳ－ＶＦＯ基板上の増設の一例です。

　ＤＤＳ－ＶＦＯ基板のに、プ

　リンと基板の小片を、接着

　剤で取り付けます。２個所。

　ＤＤＳ－ＶＦＯ基板外に回

　路を組み立ててもＯＫです。

　

　トランジスタ－　１個

　１００Ｋ　２個　を

　増設した例です。

　コレクタ－は、ＳＷの端

　子へつないで有ります。

　「送信時＋１２Ｖ」端子に、

　送信時電　圧をかけます。

　これは、基板裏側へ増設

　した例ですが、基板の表

　側でもＯＫです。

　また、基板以外に回路を

　作り、ＳＷ４またはＰＩＣ，

　４番ピンにつないでも、

　ＯＫです。



　　（Ｂ－２）スプリット機能　操作方法

　　　スプリット運用には、「ＭＥＭスイッチ」と、「ＳＰＬスイッチ」を使用します。

　　　　　ａ）　相手局を受信している周波数を、初めにメモリ－に記憶します。

　　　　　　　「ＭＥＭスイッチ」を、１回押してください。「ｍｗ」の表示が出て、自動的に消えます。

　　　　　ｂ）次に、自分が送信する周波数まで、メインダイアルを回してください。読んでいる局が、聞こえるはずです。

　　　　　ｃ）「ＳＰＬスイッチ」を、１度押します。この時、「Ｒ」の表示が出て、先ほどメモリ－した受信周波数に、移ります。

　　　　　　　これで、相手の局が、受信できます。なお、メモリ－への記録が無い場合は、「ＳＰＬスイッチ」を押しても

　　　　　　　ビ－プ音だけで、何も動作はしません。メモリ－するのが、条件となっています。

　　　　　　　この状態で送信しますと、メインダイアルで選択した周波数で、送信します。この時ＬＣＤには、「Ｔ」の表示

　　　　　　　が出ます。

　スプリット運用時

　受信時のＬＣＤ表示

　「Ｒ」の表示。

　スプリット運用時

　送信時のＬＣＤ表示

　「Ｔ」の表示。

　注：ＴＲスイッチの増

　　　設が、必要になり

　　　ます。

　



　　　　ｄ）「ＳＰＬスイッチ」を、もう一度押すと、送信周波数に移り、その周波数を受信します。呼んでいる側の状態を

　　　　　　　これで確認し、メインダイアルで、空いている周波数などを探せます。

　　　　　　　この時、「Ｘ」の表示が、ＬＣＤに出ます。

　スプリット運用時

　送信周波数チェック

　「Ｘ」のＬＣＤ表示

　　　　　　　その後、再度「ＳＰＬスイッチ」を、押すとスプリット運用に戻ります。

　　　　　　　この動作は、「ＳＰＬスイッチ」を、押すごとに動作します。

　　　　　　　（送信周波数は、この機能で可変できますが、受信周波数はあくまでも固定になります。）

　　　ｅ）スプリット運用から通常運用に戻るには、「ＭＥＭスイッチ」を、２回押してください。押すたびに、「ｍｒ」表示

　　　　　が出て、次に「ｅｎ」表示が出て、通常運用になります。　（２回押してください）

   　（Ｃ）各種機能を使用しない場合

　　　　　一時メモリ－機能のみしか使用しない場合は、スイッチを「ＳＷ２」へつないでください。

　　　　　　一時メモリ－機能と、スプリット運用機能を使用しない場合は、スイッチを付けないでください。

　　　　　　「ＳＷ１」、「ＳＷ２」のスイッチ両方とも無くても、一般的な、ＶＦＯとして動作します。
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